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流れは変わった。愛知世界選
手権から突破口を開いた日
本チームが大活躍するのは
これからだ。 
 
世界選手権大会 2005 
2005 年 8 月 7 日（日）-14 日（日） 
愛知県三河高原一体 

 

 
イベントセンター。 
三河高原が世界選手権の舞台になった。 

 

コーフン！世界戦が日本で 
WOC2005 期間中は強化委員という立

場はあるにせよ、特に何かをするとい
う役割はなく、単なる観客であり併設
大会の参加者であった。しかし、それ
以上になんといっても熱狂的な日本代
表チームのサポーターである。WOC 自体
の観戦は 1989 年以来 6 回目であるが、
それらはみな北欧諸国やスイスといっ
たいわばオリエンテーリング強国（大
国）であった。それが、日本での開催
である。WOC が日本にやったきたという
こと自体にすでに興奮！というわけで
もある。 

 

 
世界選手権を前に各国キャンプイン。 

 
イベントセンターがオープンしたと

いう話を聞きつけ、いてもたってもい
られなくなり、７月末の作手村での強
化合宿への手伝いは、日本チームのサ
ポートと同時に WOC2005 の様子を一刻

も早くこの目で見たいという気持ちも
大いにあった。前述のように WOC 期間
中は何をすることもないのだが、8月 5
日に現地入りして翌々日にミドルの予
選というのは、あまりにも気持ちの準
備が出来そうもない。 

 

 
2005 年は世界選手権の夏！ 

 
 

愛知できっと何かが起こる 
さて、以前にオリエンテーリングマ

ガジンに書いたようにこの WOC はあま
りにも「未知」なのである。単なる一
観客に過ぎない私自身にとっても、あ
ーでもないこーでもないということが
頭をめぐり、それが一つの不安とでも
言い表すような形として頭の中に残る
ようになっていたのである。不安とは
未知への不安である。 

その不安の対にあるのは大きな期待
でもある。大きな期待とは、明らかに
今までの WOC ではありえなかったよう
な日本チームの活躍を願っているし、
逆に、もしもその活躍がなかったら、
今後の日本におけるオリエンテーリン
グシーンがあまりにもさびしくなるの
では（僕自身にとっての）、そして、世
界のオリエンテーリングシーンがはる
かかなたにいってしまうのではと。 

考えてみれば、運営役員でもない、
地図作成者でもない、選手でもない私
がそんなことを思うのはあまりにも身
勝手なのかもしれないけど。けれども、
未知が少しでもこの期待への力になっ
てくれたらと。7月末に作手村に行った
のは、このような僕自身の期待につい
て、少しでも事前に何か解答が得られ
るのではということであったのである。 

 
「各国ナショナルチーム続々と到着、

トレーニングテレインでトレーニン

グ」というような雰囲気を WOC がはじ
まるということ自体では期待想定し、
一方では「各国ナショナルチームがト
レーニング、生活に苦慮」というよう
なことも想定していたのかもしれない。 

イベントセンターでは日本でのトレ
ーニングについて事前にメールをやり
とりしていたカナダチームのブレン
ト・ランドバックとフィリッパ・マク
ニール出会うが、彼らは田原のテレイ
ンへ行く交通手段がなくて困っていた。
車に乗せて彼らをテレインへ連れて行
ったが、これが現実と、他チームのこ
とを思いやる。しかし、何より各国の
ナショナルチームがトレーニング・テ
レインでトレーニングをしているとい
う紛れもない事実もそこにあったので
ある。 

 

 
木陰に陣を敷くカナダチーム 

 

ついに始まった世界選手権 
そして、このような気持ちは、8月 7

日のミドル予選の朝にピークに達して
いた。前日の夜ともなるとあーでもな
いこーでもないと頭の中を巡らしてい
たことが、具体的に日本チームの何人
がこの予選を通過するかという一点に
焦点は絞られていた。 

 
今までの WOC では、この予選突破に

大きな壁が立ちはだかっていた。その
厚き壁の前に時には門前払い、時には
ほんのわずかな差で越えられなかった
のである。どんな工夫をしてでもでき
なかったのである。今回、この壁を越
えられなかったら、いったいいつ越え
ることができるのであろうかとも。だ
から、「なんとしても越えねばならな
い」のである。「ウィニングタイムが 25
分と想定されている。これはちょっと
短く見積もりすぎじゃないか。暑さと
テレインのタフさから、若干落ちるし、

物語の続きはデンマークで 大会観戦レポート 
愛知世界選手権大会 
2005 年 8 月 7-14 日 小林岳人 
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そしてばらけるに違いない。ボーダー
は 31 分だ。」云々である。勿論、この
予想にもやはり期待が込められている
のであるが。 

 
そしてレースははじまった。よりに

よって、トップスタートは鹿島田浩二
である。そのため、この WOC で最初に
フィニッシュエリアに現れる選手が鹿
島田であることを祈りにも似た気持ち
で待たねばならなかったのである。 

そう、確かに WOC は始まった。次々
と選手がフィニッシュエリアに現れて
フィニッシュしていく。一度、始まっ
ていくと、あれよあれよというように
どんどん進んでいく。 

今までは、その流れと逆らうように
日本選手がフィニッシュしていったの
だか、今回は違った。確かに、この流
れに逆らってフィニッシュする選手も
多々いる。その中には、強国の選手や
ビッグネームもいたりするのである。
そして、その流れに乗るかのように日
本選手が次々とフィニッシュしていく
のである。会場の雰囲気はいやおうな
く高まっていく。日本選手の最後のス
タートである紺野俊介のフィニッシュ
の時に、それは最高潮に達した。フィ
ニッシュと同時に決勝進出を決める、7
日間に及ぶ大会への十分すぎるプロロ
ーグとなったのである。 
 

 
ミドル予選の紺野。応援団の声援を浴びてベ
ストラップを叩き出した瞬間 

 

ミドル予選は絶好調 
気候と地形と植生は明らかにレース

を日本選手のスピードレンジの中に納
めていた。そして、彼らは、ホームテ
レインならではの切れ味鋭いプレーを
次々と発揮していたのである。ミスも
それなりにあるレースにもかかわらず、
である。そしてミドル予選で 4 人の通
過は、中上位国にひけをとらない結果
となったのである。6人すべてが通過し
た国がほんのわずかであり、全員通過

できなかった強国もあった。私自身の
気持ちは一気に楽観的になっていたの
である。「もはや、予選を通過するのは
当たり前」だと。 

 
 

甘くなかったロング予選 
しかし、その見積もりはそれほど甘

くはなかった。いったん始まった WOC
はよどみなく進んでいく。ロングの予
選では気候と地形と植生で日本チーム
に完全なアドバンテージがあると確信
していた。しかし、残念なことに以前
に書いた記事のようにレースは展開し
ていった。男女とも距離・ウィニング
タイムが日本選手にとって、ちょうど
厳しい距離・時間となってしまったの
である。それでも女子チームはその壁
をも越えていったが。 
 

 
宮内と並んで女子ロング予選突破の先駆者と
なった元木友子。 

 

スター不在の男子 
男子の厳しさは日本チームにとって

だけではなかった。ユーリ・オメルチ
ェンコ（ウクライナ）もシャースティ
ン・ヨルゲンセン（デンマーク）もそ
の壁の前に決勝を走ることなく、
WOC2005 を終えてしまったのである。二
人とも大いなる実績を持つベテランで
あり、次回開催国・次々回開催国とし
て今回の WOC でも決して手を抜いたと
いうわけではないだろう。男子におい
ては予選を突破することは、決勝でメ
ダルを狙うような選手にとってももは
や気の抜けない存在となっている。 

しかし、これは裏を返せば、長らく
続く主役不在の男子エリートシーンを

象徴している顕著な出来事でもあるの
だ。この状況は見る側にとってはつま
らないものとしているのは明らかであ
る。いい加減主役の登場が待たれる。 
 

 
ミドル 3 連覇のティエリ・ジョルジュ（フランス）。 
ミドル予選コースを走る。 
男子のスター選手と言えば彼くらいだろうか 
 

女王・シモーネ！ 
対照的なのは女子。もはや、シモー

ネ・ニグリ・ルーダ(スイス)が女子オ
リエンティアとして史上最強であると
いうことは誰も疑いをしないであろう。 

 
２位に圧倒的な差をつけ個人・リレ

ーと 1980 年代前半に WOC3 連覇を遂げ
たアニキャン・クリングスタッド（ス
ウェーデン）、1990 年前後に史上最強の
名前をほしいままにしたスウェーデン
チームのリーダーでありエースであっ
たマリタ・スコグム（スウェーデン）、
優雅さと力強さを兼ね備えた美しい伝
説の中の主人公である1970年代後半の
リーサ・ベイヤライネン（フィンラン
ド）といった史上に名を残す彼女らを、
シモーネは越えたというよりも彼女ら
の良い特徴をすべて伴った存在となっ
てしまった。 

 
女王シモーネ（スイス）。愛知世界選手権の舞
台は彼女のためにあったようなものだった。 
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魅力的では引けをとらないハンネ・
スタッフ（ノルウェー）と比べてみて
もこのことは対照的といえよう。あと
は、オーリンゲンで 8連覇し初期の WOC
でも連覇したウラ・リンドクビスト（ス
ウェーデン）の存在ぐらいであろうか。
しかし、これも次回の WOC2006 の後に
は再び歴史のかなたに追いやってしま
うに違いない。 

シモーネは、予選・決勝・リレーを
通じてすべてトップタイムであり、2
位に圧倒的な差をつけている「完全」
状態である。不幸（？）にもレース中、
シモーネに追いつかれて遭遇してしま
った選手は、そのまま表彰台まで連れ
て行かれてしまっているのである。
（だから、これは幸運出来事なのかも
しれない。シモーネは幸運を運ぶ女神
でもあるのだ。） 

このように、すべてのレースですべ
てのシチュエーションは彼女の驚きに
満ちた物語を構成する部分にすぎない。
常に笑みを絶やさない表情に、我々は
ただただ魅入るだけなのである。オリ
エンテーリングを超えて、すべてのア
スリートの中でも、その存在は光り輝
いている。彼女の存在だけで、WOC2006
もまた魅力的なイベントとなろう。ス
プリントで２位になったアンヌ・マル
ゲリテ・ハウスケン（ノルウェー）や
リレーで２位になったノルウェーチー
ムの表彰台での喜びようをみると、他
選手にとってもはや２位になることが
最大かつ最高の目標となってしまって
いるようだ。 

他競技においても類似の例はアルペ
ンスキーのインゲマル・ステンマルク
（スウェーデン）ぐらいしか浮かばな
い。 
 

 
女子ロング決勝。パックでフィニッシュしたシモ
ーネ（左）とヘリ（右）がそれぞれ金メダル、銀メ
ダルとなった。 
フィニッシュ後レースを振り返る二人。 

 

予選通過は当たり前？ 
話は日本チームから離れてしまった

が、スプリントは前回の WOC で唯一実
績を伴った種目である。予選突破だけ

ではすでに驚くべきにはあたらなくな
ってしまった。波に乗る女子チームは
それに対してほぼ完全な形で答えてく
れた。予選で皆川美紀子がアリーナに
現れたとき、私は正直言って「コース
が途中でループになっていて、そこを
飛ばしてきたに違いないと」勝手に思
い込んでしまっていた。 

 

 
快走！皆川が決勝進出を決めた予選の走り 

 
皆川については、７月末の最終合宿

のリレートレーニングで、５分後には
じめたコントロールの撤収者に抜かれ
るという“失態”を演じていたわけで
ある。観客の多くもその姿に半信半疑
であったであろう。私自身は全く勝手
に、「なんで大西君が一刻も早くこの
コントロール飛ばしについてをアナウ
ンスしないのか」とさえ思いはじめて
しまっていた。ところが全選手の半ば
過ぎがスタートしたころになされた大
西君のアナウンスは皆川の決勝進出決
定を早くも告げるものであったのであ
る。 

 
さらに、ミドルの予選で完膚なきま

で叩きのめされた田島利佳も余裕の予
選通過を果たした。もはや予選突破は
“偉業”にあらず、その価値は見る影
もなく下がってしまったのである。 

 
この大会で決勝レースを走り第一線

を退くと決めていた落合志保子が、
「鋭い」レースを決めてミドルの予選
を突破していたにもかかわらずこの前

言を撤回した。この前言はあくまで決
勝進出が“偉業”という前提の上でな
されたのであって、この変心は十分に
うなずけるものである。 

 
 

欲望は果てしなく 
そして、これから始まる各種目の決

勝での順位となによりそれ以上にリレ
ーでの上位、あわよくば表彰台へと、
その欲望はもはやとどまることを知ら
ない。ミドル決勝での番場洋子のリザ
ルトボードの位置は、後から次々とフ
ィニッシュする選手のスタートタイム
が最大の関心事となるという「逆カウ
ントダウン」となった。これは、WOC1997
のショートの決勝での村越以来の出来
事である。まもなく訪れるシモーネの
フィニッシュという驚きに満ちた物語
の前のとても楽しいひと時となってい
た。 
 

 
番場洋子。ミドル決勝スタート。 

 
 

夢は現実になった 
リレーでは１走の宮内佐希子がスペ

クテーターレーンでトップ集団から離
れて通過したときに思わず「やばい、
トップから遅れすぎてしまった」と口
走ってしまったのは、今までの WOC の
リレーでの中堅国になんとか遅れない
ようにすることだけを考えていた日本
女子チームから考えれば、信じられな
いような言葉である。 

そして、２走の番場への 13 位でのチ
ェンジオーバーで落胆している自分も
思えば信じがたい姿である。そして、
２走の番場が11位に順位を上げて３走
へチェンジオーバーしたという歴史的
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な出来事に対してもたいした喜びを見
せない自分は、いったいどうなってし
まったのであろうか。（おいおい今ま
での日本の女子チームは、表彰式が始
まってもまだレースをしていたんだ
ぜ！） 

そして、元木友子は、３走という段
階であのヘザー・モンロ（イギリス）
と同時に出走していく。こんな信じが
たいシーンであるにもかかわらずなお
「ヘザーについて行け！」なんていう
無茶な声援を送っている自分はもうど
うかしている。 
 

 
リレー1 走で快走した宮内 
 

それは、WOC2005 中盤でやや失速気味
の男子チームが見せたあまりにも凄い
パフォーマンスを目の当たりにしてい
たせいもあるかもしれない。 

男子１走の山口大助がスペクテータ
ーレーンでトップ集団の中ノルウェー
のホルゲイ・ホット・ヨハンセンとフ
ィンランドのヤルッコ・フウボラのあ
とをスウェーデンのニコラス・ヨナソ
ンとともに走る姿である。 
（このシーンはスウェーデンのオリエ
ンテーリング連盟の Web サイトに
WebTV のストリーミングビデオで見る
ことが出来る。必見の価値あり！） 
http://www.streaming.telia.com/ startmedia/de
fault.asp?k=373&i=748&n=vmd9.wmv&e=N 

 
そして、この集団がやや延びたとは

いえその中そのまま８位で２走へチェ
ンジオーバーしていったのである。 

山口のチェンジオーバーレーンでの
走りを見て、思わず涙ぐんでいた観客
が多数いたということを後で聞いたの
だが、もしも、私もそんな観客が隣に
いたら、もらい泣きをしていたかも知
れない。これこそ我々が何年もの間チ
ャレンジし続け、待ち望んでいたシー
ンなのである。このような形でオリエ
ンテーリング後発のヨーロッパの国々
は次々の中堅国の仲間入りを果たして
行ったのである。 
 

 
日本男子1 走・山口大介、2 走の高橋に8位で
チェンジオーバー。日本が世界選手権に挑戦
し続けて25年あまりを経て、夢のような光景が
展開した。観客もクギづけ。 

 

こんなもんじゃない 
11 位でフィニッシュした女子のリレ

ーにおける史上最高の順位もたいして
印象に残らない。３走の元木も二人に
抜かれ二人を抜いての11位キープであ
る。抜かれたうちの一人はチェンジオ
ーバー直後のヘザー・モンロであり、
さらにフィニッシュレーンでは10位で
ゴールしたデンマークのアンカーであ
るシーネ・セースとデッドヒートを演
じているわけである。ところが、この
元木のタイムは56分という凡庸なもの
である。これは、リレーに出れなかっ
たほかのメンバーの闘志を煽るに十分
すぎるものである。「自分でもこのく
らいは出来るはず！」と。 

そういえば、今回のメンバーから漏
れてしまった加納尚子がロングの予選
の午後に行われたチャレンジクラスで、
予選突破のタイムを軽々と出していた
ということもあった。気温も上昇し、
また緊張感もない中でのレースで、成
し遂げたことは、ひそかにチーム全体
への刺激となっていたに違いない。 

 

物語はつづく・・・ 
WOC2005 が終わり、始まる前は終わっ

た後は感傷に浸っているに違いない、
Elton JohnのCurtainsでも聞きながら
車を運転しているのだろうなんて思っ
ていたが、カーステレオから流れてく
る曲は Dancing Queen から始まる ABBA
のダンスミュージックを中心としたヒ
ット曲集となっていた。気分はすっか
り北欧。今終わったばかりなのに、一
刻も早くこの話の続きを見たいという
気持ちでいっぱいとなっていたのであ
る。この話の続きの舞台とはまぎれも
なく WOC2006 デンマークである。 

そして、そこでの話こそがこの話を
夢物語に終わらせない、後々までの物
語として続くものとなるのである。そ
れは時には浮き沈みもあるかもしれな
いけど、果てしない夢に向かって続く
壮大かつ、美しく、そして楽しい物語
なのである。 

 
 

もうヨーロッパだけじゃない 
３位を目指してフィニッシュレーン

でスイスとスウェーデンのアンカーが
競うシーンでダニエル・フブマン（ス
イス）に対して早々と競ることをやめ
て力なくフィニッシュしていったエミ
ール・ウィングシュタッツ（スウェー
デン）の後姿には「もう限界」という
雰囲気が漂っていた。４回も来日して
合宿をしてこの大会に賭けていたイギ
リスチームはヘザー・モンロのスプリ
ント３位のみに終わり、リレーでは男
子のエースのジェミー・スティーブン
ソンがケガを負いリレーに出走できず、
女子は２走までで日本チームの後塵を
拝するという残念な結末に終わってい
た。強国たちにとっても WOC2005 が厳
しい大会であったことを如実に物語っ
ている。そして、同時にこのことは、
オリエンテーリングというスポーツ文
化がヨーロッパ文化の独占物ではない
ということ、世界中のオリエンティア
にとって、チャレンジするべき新たな
存在が、極東の島、ジパングにあった
という紛れもない事実なのである。 

 
（小林岳人） 


